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１．本事例集について

国土地理院では、防災に役立つ様々なリスク情報や全国の市町村が作成
したハザードマップを、より便利により簡単に活用できるようにするため、
ハザードマップポータルサイトを公開しています。

平成30年10月には、重ねるハザードマップで公開している国管理河川の
洪水浸水想定区域（想定最大規模）及び土砂災害警戒区域のデータの配信
を開始しました。併せて、これらのデータの活用を推進するため、スマー
トフォン等で活用いただける防災に役立つアプリケーション（以下「防災
アプリ」という。）の公募を行いました。

また、平成30年12月には、わがまちハザードマップから公開している全
国の市町村が作成したハザードマップのリンク先情報のCSV形式でのダウ
ンロード提供を開始しました。

本事例集は、この防災アプリの公募の取組等を通じて得られた、配信・
提供データを有効に活用した事例をまとめたものです。本事例集を企業や
教育・研究機関等にご活用いただくことにより、ハザードマップポータル
サイトから配信しているデータを有効に利用していただき、自然災害から
の被害軽減に資することを期待しています。

なお、本事例集は、必要に応じて事例の追加等の内容の更なる充実を
図っていく予定です。

データを活用したアプリ開発・防災訓練等
※災害リスク情報を活用した防災意識社会の構築

災害リスク情報

個 人

企 業

教育・研究機関

（データの利活用）

ハザードマップポータルサイトデータ配信・提供ページ

https://disaportal.gsi.go.jp/hazardmap/copyright/opendata.html
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２．重ねるハザードマップ配信データの使い方
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重ねるハザードマップから配信されているデータは、以下にアクセスし、表示したい
データのURL欄をコピーして、アプリケーション等に利用することができます。

「オープンデータの使い方」ページ：
「https://disaportal.gsi.go.jp/hazardmap/copyright/opendata.html」

■レイヤ定義の設定について
・レイヤ定義は layers.txt で設定します。
・ layers.txt はJSON形式で記載します。

{"layers": [
{
"type": "Layer",
"id": "shinsuishin_Kuni",
"title": "洪水浸水想定区域（想定最大規模）",
"url": "https://disaportaldata.gsi.go.jp/raster/01_Flood_l2_shinsuishin_Kuni_data/{z}/{x}/{y}.png",
"attribution": "<a href='https://disaportal.gsi.go.jp/hazardmap/copyright/opendata.html' 

target='_blank'>ハザードマップポータルサイト</a>",
"legendUrl": "https://disaportal.gsi.go.jp/hazardmap/copyright/img/shinsui_legend2-1.png",
"minZoom": 2,
"maxZoom": 17,
"html": "<div class=¥"gsi_layerinfo_subtitle¥">洪水浸水想定区域（想定最大規模）のラスタデータです。

</div>"
}
,
{
"type": "Layer",
"id": "dosekiryukeikaikuiki",
"title" : "土石流警戒区域",
"url": "https://disaportaldata.gsi.go.jp/raster/05_jisuberikeikaikuiki_data/08/{z}/{x}/{y}.png",
"attribution": "<a href='https://disaportal.gsi.go.jp/hazardmap/copyright/opendata.html' 

target='_blank'>ハザードマップポータルサイト</a>",
"legendUrl": "https://disaportal.gsi.go.jp/hazardmap/copyright/img/shinsui_legend2-1.png",
"minZoom": 2,
"maxZoom": 17,
"html": "<div class=¥"gsi_layerinfo_subtitle¥">茨城県の土石流警戒区域のラスタデータです。</div> "

}
]}

layers.txt のサンプル

土砂災害警戒区域のサンプル

洪水浸水想定区域（想定最大規模）のサンプル



２．重ねるハザードマップ配信データの使い方
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デフォルト意味属性値属性名

（必須）Layerであることを示す。Layertype
""表示状態の再現に使用。ココタイルに収録。文字列id

（必須）レイヤの名前。レイヤツリーのテキストとして使用。文字列title

（必須）タイルデータのテンプレートURLURLurl
L.TileLayerと同じL.TileLayerと同じL.TileLayerと同じsubdomains
L.TileLayerと同じL.TileLayerと同じL.TileLayerと同じattribution

trueココタイルを使って表示範囲に絞込みを
有効にするかどうか。

true/falsecocotile

L.TileLayerと同じL.TileLayerと同じL.TileLayerと同じminZoom
L.TileLayerと同じL.TileLayerと同じL.TileLayerと同じmaxZoom
L.TileLayerと同じL.TileLayerと同じL.TileLayerと同じmaxNativeZoom
""レイヤを表現するアイコンのURLURLiconUrl
""凡例のURLURLlegendUrl
""ベクトルタイルのstyle.jsを指定する場合に記述。URLstyleurl
L.TileLayerと同じL.TileLayerと同じL.TileLayerと同じerrorTileUrl
L.TileLayerと同じL.TileLayerと同じL.TileLayerと同じbounds
""レイヤに関する説明をHTMLで記述。文字列html

■レイヤ定義 Layer のプロパティ（参考：http://leafletjs.com/reference-0.7.7.html）

■レイヤ定義 LayerGroup のプロパティ

デフォルト意味属性値属性名
（必須）LayerGroupであることを示す。LayerGrouptype

""
LayerGroupを一つのレイヤとして扱う場合に記
述

文字列id

（必須）
レイヤグループの名前。レイヤツリーの
テキストとして使用。

文字列title

false
下位レイヤ群を「全表示」「全非表示」するボ
タンを表示するかどうか。

true/falsetoggleall

[]
（entries属性かsrc属性
のいずれかが必須）

下位にあるLayer 及び LayerGroup群
Layer 及び
LayerGroupの配
列

entries

""
（entries属性かsrc属性
のいずれかが必須）

entriesの配列の内容が存在するlayers.txtのURLURLsrc

""レイヤグループを表現するアイコンのURLURLiconUrl

""凡例等のURLURLlegendUrl

""レイヤグループに関する説明をHTMLで記述。文字列html



３．わがまちハザードマップ提供データの使い方
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わがまちハザードマップのリンク先情報をCSV形式でダウンロード



４．【事例１】防災手帳（Yahoo! JAPAN）
災害発生時だけでなく、普段の備えにも役に立つ、5つの新機能を提供す

る「防災手帳」が「Yahoo!防災速報」アプリに2019年2月に新規追加され
ました。その機能の１つにわがまちハザードマップの提供CSVデータを活
用し、自治体が作成したハザードマップへのリンク集を作成しています。
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５．【事例２】MeetsWorld（株式会社キットプランニング）
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訪日外国人がケガや病気、生活トラブル、災害、地域情報などの様々な困った場
面に遭遇した際にサポートする「旅行生活サポートツール（17言語対応）」をアプリ
ケーションとして開発されました。その中の指定緊急避難場所データを確認するページの
コンテンツの１つに重ねるハザードマップ配信データが活用されています。河
川の洪水浸水想定区域（想定最大規模）や土砂災害警戒区域を地図上に表
示しています。

洪水浸水想定区域8つの災害区分と
ハザードマップ表示

指定緊急避難場所



６．【事例３】防災EYE‘S（個人）
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災害時や災害の恐れのある時、「避難場所はどこ？」「雨雲の様子はど
うなっているのだろうか？」「浸水被害は大丈夫か？」「非常持ち出し品
リストは？」など様々な情報を確認し、自ら助かる行動を起すのに役立つ
アプリとして2018年10月に「防災EYE‘S」が開発されました。

そのコンテンツの１つには、重ねるハザードマップ配信データを活用し、
河川の洪水浸水想定区域（想定最大規模）や土砂災害警戒区域を地図上に
表示しています。

タップ

洪水浸水想定区域

土砂災害警戒区域



問合せ先

国土交通省国土地理院
応用地理部 地理情報処理課

TEL:029-864-1111（代表）
Email:gsi-portal+2@gxb.mlit.go.jp


